
令和6年度　 教育目的：病院・看護部の理念に基づき、地域社会の期待する看護を目指し、安全・確実な看護サービスが提供できる人材を育成する 　　　　　　　　　　　　　康心会汐見台病院　看護部

年間教育計画 教育目標：1.各自の役割意識を高め、看護実践能力の向上を目指す。 4.看護観を発展させ、主体的に看護が実践できる能力を養うことができる

　　　　　　 2.安全・安心な看護が提供できる。 5.研究的視野を持ち、看護に取り組むことができる。

　　　　　　 3.看護倫理に基づいた行動が実践でき、豊かな感性と円滑な人間関係を築くことができる。 令和5年3月

カテゴリー 対象 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
研修
時間

オリエンテーション
4/1～4/3

静脈注射について
鈴木課長

夜勤ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ　3ヶ月
評価ﾌｫﾛｰ

BLS
ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ
ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

多重課題
技術研修6ヶ月評価

ﾌｫﾛｰ
医療安全研修 人工呼吸器 看護倫理 一年目評価

入職時
1ヵ月ﾌｫﾛｰ

ﾒﾝﾊﾞｰｼｯﾌﾟⅠ
　　5/10　1H 6/25　1H 　　　　7/12　1H 8/30　1H 9/6　4H　 （KYT)鈴木課長

11/8　1H
12/9ME 1/17　1H

前田主任
2/21　1H （16時間）

4月30日
感染予防対策 ケーススタディ発表

自主学習4/20・4/27
技術研修
5/17　8H

7/26　2H
佐々木副主任

1/31 33時間

安感

4/23ME研修
心電図ﾓﾆﾀｰ

5/24ME研修
輸液ﾎﾟﾝﾌﾟ

手洗い・PPE
評価

危険予測と防止

全染 患者確認行動
ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄﾚﾎﾟｰﾄ

誤投与防止

転倒転落防止
静脈注射

身体抑制3原則
身体拘束の判断
基準・観察・評価

洗浄と消毒
清潔と不潔

感染経路別
感染対策

褥瘡対策
無菌操作

針刺し事故防止

技術 看護技術評価 看護技術評価 一年間のまとめ

学

　

研

 ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ特徴（AA2465）
・入職後学習（AA2464）
・ﾀｲﾑﾗｲﾝ作り方（AA2463-2）
・ﾊﾞｲﾀﾙｻｲﾝ（AA2451）
・排痰、吸引（AA2403）

・静脈注射（AA2459）
・皮下注筋注（AA2458）
・採血（AA2460）
・転倒転落（AA2408）
・ポンプ基本（AA2404）

・日勤夜勤（AA2463-1）
・薬物療法（AA2453）
・ﾌｲｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄ（AA2401）
・看護記録（AA2461）
・口腔ｹｱ・嚥下（AA2457）

・褥瘡ケア（AA2452）
・急変対応（AA2455）
・膀胱留置ｶﾃ
（AA2404）　　　　・心電
図ﾓﾆﾀ（AA2454）

・看護過程（AA2412）
・看護必要度評価手
引（BC2402）
・認知症ｹｱ（BD2451）

・多重課題（AA2410）
・臨床判断能力
（AA2402）

・輸血（AA2357）
・看護必要度評価
（BC2403）

・人工呼吸器（AA2456）
・疼痛ｹｱ（AA2406）

・臨死期ｹｱ（AA2407） ・未来の私（AA2462）
・倫理入門（CD2401）

ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨガイダンス
メンバーシップⅡ

自己の役割
人工呼吸器 ｹｰｽ状況報告

医療安全研修
（事例検討）

メンバーシップⅢ
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ

ｹｰｽﾚﾎﾟｰﾄ提出 ケーススタディ発表

5/28 6/7 7/29 9/15 11/22
鈴木課長

12/13
1/15 2/14

学

　

研

ﾌｨｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄの後輩指導
（AB2401）
看護必要度：急性期・回ﾘﾊ
（BC2403）（BC2405）

・ｱｻｰｼｮﾝの基本/実際
（ALA2451）（ALA2452）

・ﾒﾝﾊﾞｰｼｯﾌﾟ（ALA2453） ・ﾁｰﾑで取り組む急変
対応　（AB2451）

・認知症ｹｱ（BD2451） 認知症患者の口腔ケア
（AB2411）

・医療安全･ﾁｰﾑ作り
（CA2403）

・実践からみつける私の看
護（GT2401）

リーダーシップⅠ
日々ﾘｰﾀﾞｰの役割

人工呼吸器 看護倫理
看護観提出

2/1
6/21 9/9・9/23 2023/12/6

前田主任
看護観発表

2/28

学

　

研

ﾌｨｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄの後輩指導
（AB2401）
看護必要度：急性期・回ﾘﾊ
（BC2403）（BC2405）

・認知症ｹｱ
（BD2451）

・ﾁｰﾑで取り組む急変対
応　（AB2451）

認知症のケアにおける医
療安全（BD2403）

・臨床倫理
（CD2302）（CD2403）

患者に寄り添う意思決
定支援（AB2404）

ﾌﾟﾘｾﾌﾟﾀｰﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ ﾌﾟﾘｾﾌﾟﾀｰﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ ﾌﾟﾘｾﾌﾟﾀｰﾌｫﾛｱｯﾌﾟ

プリセプター
7/5 10/18 評価・課題

1/28
ﾌﾟﾘｾﾌﾟﾀｰ導入

3/3

学

研

・ﾌﾟﾘｾﾌﾟﾀｰ入門編/実践編
（ALA2401）（ALA2402）

・シュミレーションを学ぶ
（ALB2451）

･ﾘﾌﾚｸｼｮﾝ（ALB2456） 新人ｽﾀｯﾌの個性を活か
す（ALB2403）

ｾﾙﾌ・ｺﾝﾊﾟｯｼｮﾝ
（ALA2454）

卒後4～5年目
リーダーシップⅡ
ﾁｰﾑをまとめる役割

リーダーシップⅢ
課長補佐の役割

人工呼吸器

6/28 10/29
11/12・11/26

学

研

新人スタッフの個性を活かす
（ALB2403）

組織活性化成長につな
がる（CK2404）

看護補助者と看護師の協働
（AC2454）

・認知症ｹｱ
（BD2451）

・ティーチング
（ALB2452）

・コーチング
（ALB2453）

・ﾁｰﾑで取り組む急変対
応　（AB2451）

認知症患者の日常ケア倫
理　（BD2404）

臨床指導者 臨床指導者講習会受講

学

研

・シュミレーションを学ぶ
（ALB2451）

・ティーチング
（ALB2452）

・コーチング
（ALB2453）

看護研究Ⅰ 研究計画書提出 看護研究Ⅱ 文献検索状況報告
データ収集
状況報告

ガイダンス
5/13  四戸主任

研究計画書GW
7/23　四戸主任

四戸主任 四戸主任

学

研

･ﾃﾞｻﾞｲﾝ・文献の読み方
（BBS2403・2404・2405）

・絞り込み・文献検索倫理
（BBS2406・2407・2408）

・研究計画書
（BBS2409）

・ﾃﾞｰﾀ（BBS2410）
（BBS2411）

看護研究Ⅲ
分析・論文状況

報告
抄録・発表パワポ 論文提出

論文の書き方
6/14　四戸主任

四戸主任 提出　四戸主任 四戸主任

学

研

・論文（BBS2414）
（BBS2415・BBS2416）

・成果発表・ﾊﾟﾜﾎﾟ
（BBS2412・2413）

看護管理
ﾌｧｰｽﾄﾚﾍﾞﾙ
ｾｶﾝﾄﾞﾚﾍﾞﾙ

次年度新人教育につい
て

次年度新人教育につい
て

　5/22 　6/26 　7/24 9/25 　10/23 11/27 12/25 　　　　　　1/22 　　　　　　2/26

学

研
看護管理コース

感染・安全管理 感染対策1回目 看護必要度 安全管理1回目 感染対策2回目 安全管理2回目

ﾍﾞｯﾄﾞｻｲﾄﾞﾓﾆﾀｰ 輸液ポンプ 認知症ケア加算 看護必要度研修

新人看護師　4/23 全看護職員5/24 研修 看護補助者の活用

学

研

接遇（MV0400）
感染対策（MV0200）

医療安全（MV0500）
ｼｭﾐﾚｰｼｮﾝ（MV0900）

看護補助 看護補助者
4/22看護補助者とは

接遇
　5/27　感染対策

6/24　食事介助
口腔ケア

7/22　おむつ交換
移乗・移送

9/30　清潔ケア
10/28看護補助者とは

接遇
11/25　感染対策

12/23　食事介助
口腔ケア

1/27　おむつ交換
移乗・移送

2/25　清潔ケア
合計
65時間

学

研

・業務の理解（BAA2402）
・守秘義務（BAA2403）
・接遇（BAA2405）
・倫理（BAA2406）

・感染対策（BAA2417）
・環境整備（BAA2407）
・医療安全（BAA2416）

・食事介助（BAA2411）
・口腔ｹｱ（BAA2413）

・排泄（BAA2410）
・移動（BAA2414）

・清潔（BAA2408）
（BAA2409）
（BAA2412）

・認知症患者の対応
（BAA2418）

・業務の理解（BAA2402）
・守秘義務（BAA2403）
・接遇（BAA2405）
・倫理（BAA2406）

・感染対策（BAA2417）
・環境整備（BAA2407）
・医療安全（BAA2416）

・食事介助（BAA2411）
・口腔ｹｱ（BAA2413）

・排泄（BAA2410）
・移動（BAA2414）

・清潔（BAA2408）
（BAA2409）（BAA2412）

・認知症患者の対
応
（BAA2418）

　10/11

O
J
T

標準予防策と手指衛生・
ゴミ分別リネン取り扱い

環境整備

新人教育計画基礎編・部署参照

到達目標

実

務

Ⅰ

1.看護チームの一員としての役割を認識する
2.ﾁｰﾑﾒﾝﾊﾞｰとしての職責をはたすために必要な
能力を獲得する
行動目標
１.自立した看護実践のための知識・技術を身に
つけることができる
2.安全で確実な看護が実践できる
3.職場環境に適応し、よりよい人間関係を築くこ
とができる
4.看護チームの一員としての自覚を持ち、積極的
に看護に取り組む

新卒：1年目
既卒：経験１年未満

集

合

実

務

Ⅱ 1.看護ﾁｰﾑにおける自己の役割を認識する
2.ﾁｰﾑﾒﾝﾊﾞｰとしての職責を果たすために必要な
能力を獲得する
行動目標
1.個別性のある看護を実践できる
2.日々発生する問題を解決する手立てを見出す
ことができる
3.ﾁｰﾑﾒﾝﾊﾞｰと円滑な人間関係を築くことができ
る

卒後2年目

8時間

卒後3年目

4時間

2時間

（臨床指導者委員会にて事例検討） 実習受入れ校との研修会

実

務

Ⅲ

1.医療ﾁｰﾑにおける自己の役割を認識する
2.指導者層としての職責を果たすために必要な能力を
獲得する
3.日々の業務の中で、効率的な運営を図ることができ
る　　　　　　　　　　　　4.業務上発生する問題の解決に
向けて、上司・看護者へ働きかけることができる

看

護

研

究

1.各領域における看護の専門性を理解し、質の
高い看護を提供できる看護師を育成する
2.看護研究を理解し、問題を研究的視点でとらえ
ることができる
3.解決したい問題を科学的・理論的に考察で論
証することができる
4.ﾌﾟﾛｾｽと成果を通し知識を深めることができる
5.看護研究の成果後実践場面で活用できる

全職員

ME機器
看護ケア

1.看護補助者としての知識・技術・態度を身に付け、安全で確実な看護補
助業務が実践できる。
2.看護チームの一員としての自覚を持ち、メンバーシップを発揮できる。

3時間

（2東・外来・透析・4西）
2027発表

研究二年目
2東・4東・3西・手術室

2025年発表（2東・4東・3西・手術室）
2028発表

1.社会の動向に沿った質の高い看護サービスが
提供できる
行動目標
1..看護に必要な専門知識を深め、実践に役立て
ることができる

全職員

院内研修2回：必須参加

5時間

管理研修

1.看護部の方針と目標を理解し、看護単位の目
標達成に向けた職場運営を実践する。
2.看護職員が安全で安楽な看護が実践できるよ
う支援する。3.看護職員が活き活きと職務を遂行
できるよう主体的に取り組む。

看護管理者・管理代行
（責任者会議）

研究一年目
（2東・3東・4南・5東）

2026発表
医療・教育研究会
2東・4東・3西・手術

室発表
2月・6月
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